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1956年5月～7月に壽けるビキニ水爆実験当時の

上層気流の状態及ぴ降灰分布について

大塚竜蔵，島田健司＊
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第1図調査に利用した観測地点

　　　　　　　　1．　まえがき
　筆老たちは1954年3月，第5福竜丸事件をおこしたビ

キニ水爆実験当時の気象及び同年9月から11月にかけて

のソ連における核爆発実験の我が国に対する影響につい

て主に上層気流を対象とした気象学的調査を行い，核爆

発実験の連続実施による大気汚染，その他人類に及ぼす

影響の重大性を指摘しておいた．最近，英国によりクリ

スマス島における水爆実験が強行され，又米国でも引き

っづきネバダ州において一連の実験を計画しいてる．ソ

連においても同様であるこれらの実験において設けられ

る危険水域又は制限区域といったものは意味があるであ

ろうか．筆老たちは1954年のビキニ実験当時の気象状態

と比較検討する意味で，1956年5月～7月のビキニ実験

についても当時の気象状態を調査し，さらに推定ではあ

るにせよ，降灰分布を求めた．この降灰分布を求めた理

由の一つは1954年当時のものより倍近くも拡大された制

限区域外でも多量の放射能塵埃や雨が何隻かの船舶によ

って観測されている事実があったからである．

　　　　　　　　2．　調査方法
　南方高層観測点のデータ及び飛行機観測のデータを基

にして低緯度地方（30。N以南）の高度別流線図を作成

　＊　気象庁予報部　一1957年4月8日受理一
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し，実験実施日前後の制限水域及びその周辺の気流状態

を調査した．又，上層風のタイム・クロスセクションを

各観測点（15地点）毎に作成し，実験期間中の上層風，

とくに低緯度地方の偏東風の垂直構造に関する観測結果

を1954年当時のものと比較，検討，さらにビキニ付近

の高層観測点（エニウェタックービキニの西方350km，

クエゼリンービキニの南東450km，ロンゲリックービ

キニの東方200km・）の上層風よりビキニを爆発点と’し

た場合の降灰分布を求めてみた．なお実験日は5月21日

のものだけが公開で行われたほかはすべて非公開であっ

たが微気圧計による大気振動の捕捉によってかなり正確

に実施期日及び時刻がわかっている．1956年の一連のビ

キニ実験の実施日を列記すると次のようになる．
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5月5日
5月21日

5月28日

6月13日

6月26日

7月3日
7月9日
7月11日

7月21日

7月22日

非公開

公　開

非公開

　〃

　〃

　〃

　ノク

　！ク

　！グ

　〃

小型

大型（最大振巾0．2～0．3mb）

大型（0．2mb）

小型

大型（0．2mb）

小型

大型（0．2～0．3mb）

特大型（0．5～0．7mb）

大型（0．2～0．5mb）

小型（0．1～0．05mb）
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1956年5月～7月におけるビキニ水爆i実験当時の上層気流の状態及び降灰分布について

　　　　　　　　3・情報経過
　1954年3月以後気象的方法（大気の異常振動，放射能

雨，塵埃等の測定）で探知された実験は10回以上，1955

年3月まで米国ネバダ沙漢で行われたもの36回の多きに

およんでおり，今回の実験は1954年のものと同程度かそ

れ以上の規模で行われたらしい．

　公開された5月21日の実験によると，16kmの高度よ

りB52．で投下，約5kmの高度で爆発させた，直径6km

の火の玉が一瞬にして急上昇し，ついで40km以上の高

空に及び，厚子雲の雲底は160km以上にひろがったと

いわれる．この実験日に対流圏中層はまだ偏西風の卓越

時期にあったため，一部は東方に流され，実験数日後米

太平洋岸のカリフホルニヤで微量ながらに放射能塵埃が

測定された．今，かりにビキニ上空約25kmに存在する

（この時期として）上層偏東風の最大風速域によって放

射能気流が西に運ばれるとすれぱ僅2日位で（時速100

km直距離3，700kmと’して）本邦上空に到達すること

になる．次に情報経過の一つとして，観測事実の一例を

あげれると

　①　気研，石井氏による本邦上空の空気汚染の観測事

　　　　実，

　②　俊鵠丸による制限水域外での空気中からの1万6

　　　　千カウントの人工放射能測定
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第2・1図　ビキニ附近（×印）の各高度の気流状態
　（5月5日，21日，28日，6月13日，26日，の場合）

ユ957年8月
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　③　危険水域外1000～1500kmの海上を航行中の船に

　　　　よる放射能塵埃の測定，船員の生理的異常現象

　　　　の発生

等である．これらの例は実験による影響事実のほんの一

例にすぎない．半減期の長い放射性元素（ストロンチウ

ム90，プルトニウム238等）の目に見えない数十年後の

人類に及ぼす影響を考えると融らしい気がする．

　　　　4．制限水域内における上層気流の状態

　前述した各実験日をはさんで前後3～5日間の高度別

流線図を第1図の範囲のデータにより作成し，さらにこ

れを制限水域内に’しぼって示したものが第2．1図，第2・2

図である．図中の数字は各高度のビキニに周辺の平均風

速（knots）を示したものである．これらの図は何れも

1954年当時のものと全く同’じ立体構造を示しておりただ

季節の進行によっておこる下層偏東風，中層偏西風，上

層偏東風の強弱，位置のズレが認められるだけである．

平均して3km以下の高度に卓越する下層偏東風は盛夏

に入ると全層に及び中層の偏西風は弱まり上層の偏東風

と直接むすびついてしまう．筆者らが実際の観測姿料に

もとずいて解析した10。N付近の上層風の構造はH．Flohn

の計算結果ともよく一致しており，むしろこまかい点で

複雑な流線の型を示している．とくに対流圏中層におけ

る渦流，南向流，北向流の変動の大きいことが図からも

わかる．下層偏東風は盛夏に進むにつれのその厚さ及び
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第2・2図　ビキニ附近（×印）の各高度の気流状態

　　（7月3日，9日，11日，21日，22日，の場合）
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強さ（風速）を増し，中層の偏西風はその厚さを減じ弱

まってゆく．又トロボポーズ（この時期には16～17km

付近に現れている）付近では風速は急速に減じ風向も区

々となるがこの層をこえて18～19km以上になると明瞭

な上層偏東域に入りその風速は高度とともに増加してい
る．

　　　　　5．　165。E線にそった上層風の構造

　5月28日，　6月26日，7月21日の各実験日における

165。E線にそった上層風の東西成分の子午線方向の断

面図を第3．1図，第3．2図，第3．3図に示してある。
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第3・2図　（6月26日の場合）

図中の数字は風速（knots）を示し，（＋）は西風，（一）

は東風の成分を表している．これらの図を見ると5月，

6月，7月と盛夏に向うにつれ，低緯度地方の中層偏西

風は次第にその強さ（風速及び層の厚さ等）を減じて，

殆んど全層が偏東風帯に入ることがわかる．

　Conover（3）の調査によると40。N付近では次のような

上層気流が平均的に卓越している．

20

1～3月

4～6月

7～9月

10～12月

全層偏西風　最強風層10～12km

地上から21kmまで偏西風で最強風層は

12km，21km以上は偏東風

地上から19kmまで偏西風，最強風層は

12km，19kmから35kmまで偏東風で最

強風層は28km，35km以上は偏西風

全層偏西風最強風層は12km及び42km
以上に現れる．

又，kochanski（4）の80。W線の風の断面図によると65。，

N以北の20km以上の高度でも冬（12，1，2月）は
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10’N　　　　lS’N　　　　20◎N

（7月21日の場合）

25●L駕歪・

強い偏西風が卓越するが夏（6，7，8月）は偏東風に

なることが観測結果から指摘されている．このことは

Flohn（13）の断面図にも示されている．

　各地点別の上層風の月別変動状態を調査したが，その

結果は大同小異なのでここでは省略する．

　　　　　　　6．降友分布について

　半径0．1mm，0．05mm，0．02～0．03mmの各粒子の降

灰範囲を推定したものを第4．1図，第4。2図，第4．3図に

示してある．これらの図は各粒子の大きさを一定と仮定

した場合，しかも密度も19／cm3に近似させて，Schmidt

の実験結果による雨滴，雲霧滴の落下速度によって放射

能灰を落下させ，その落下時間に各高度にある粒子をそ

の滞留層までの平均風向，風速で流して求めたものであ

る．他の方法として落下時間一定とした場合の実験後12

時間，24時間，36時間後の降灰分布を求めてみた．何れ

の方法レごしても拡散を考慮しない大ざっぱな推定である

が両者の分布はよく一致しており，危険水域外にはみ出

した降灰範囲は船舶からの報告等によって裏書きされて

いる．落下速度一定と仮定した場合の各粒子の落下時間

は次のようになる．

　1954年の実験当時の降灰分布17）の計算によると，第五

福竜丸事件をおこした半径0．1mmの死の灰の降下範囲

は直径400kmにおよびα01mmのさらに小さい死の灰の

降下範囲は爆心地より東西1000km，南北800km位の広

懸天気”4．8．
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各粒子の地表までの落下に要する時間（hours）
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粒子半径

落下高度　＼
km　　　mb

1．5

3．0

5．6

9．2

11．8

16．2
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範囲に及んでいる．今回の推定でも大体同様で0．1mm

粒子の降灰範囲は拡大された危除水域内におさまってい

る（第4・1図）が0．05mm粒子になると危険水域外に

とび出し，とくに6月13日の実験のものは制限水域の南

方区域に及んている（第4．2図）．さらに0．02～0．03の
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ような小さい粒子になるとさらにその範囲は拡大され

（第4．3図）140。E紋をこえている．爆心地はるかな

洋一ヒで思いがけなく人工放射能を検出した船が幾隻もあ

1957年7月

ることを思うとき実験のために設けた制限区域の無意味

なことを痛感する．0．1mm粒子による直接被災はさけ

られるとしてもさらに多量のこまかい粒子による予期し

ない被災はさけられない．

　　　　　　　　7．　あとがき

　実際の大気中では前述の粒子の落下速度よりも大きい

上昇速度や下降速度をもった上昇，下降気流が存在して

いるため，あるものはさらに早く落下し，あるものは落

下の途中で大きな上昇気流にであって再び高空におし上

げられ，このような上昇，下降の運動をくりかえすこと

によっていつまでも高空に存在し，その高度における気

流にのって地球の周囲を流れていることが老えられる．

対流圏内のものは放射能塵埃又は放射能雨として検出さ

れるが成層圏内のものは特殊な襯測をしないかぎり捕

捉，検出されない．戦争の道具である原水爆の実験のは

んぷくによってもたらされる大気の汚染，海洋の汚染，

人体えの影響等は長期間にわたって除々にその効果を表

してくるものだけに我々としては無用にして有害な実験

の禁止を心から叫ぶわけである．原子力をエネルギーの

平和利用のための研究施設においてすら，その廃棄され

る汚染物の処理に周到な調査及び対策が老慮されている

今日，直接被災がなければ構わないような態度で大量殺

人兵器である原水爆の実験ゴッコをやられてはたまった

ものでない．
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関西支部だより（その2）

　　　　　　　　【3】5月々例会

　当支部の5月の月例会は「坊ち鴨ん」の町・松山市で

5月29日午前10時から開催された．会場は松山城のふも

とにある愛媛県自治会館の講堂で，当日のテーマは「防

災気象」．瀬戸内海を控えた土地柄だけに・当地では初

めての開催にもかかわらず，約70名の出席者があり，午

後5時頃まで熱心な討論が続けられた．当日の講演題目

は次のとおりである．

　午前の部　ゼミナール（10～12時）

　1　An　experimntal　study　of　eddy　transports　in

　　　the　lower　atmosphere（W．C．Swinbank）

　　　　　　　　　　　　紹介者高知大学　上田　寿

　2　Die　methoden　zur　Bestimmung　der　Verdunstu－

　　　ng　der　na，tこirlichen　Erdoberfliiche（F．Albrecht）

　　　　　　　　　　　　紹介者　高知大学瀬尾琢郎

　3　　Prevention　of　disaster　caused　dy　typhoons

　　　（Proceedings　of　the　Unescon　symposium　by

　　　typhoons）

　中の風に関する部門　　紹介者　京都大学　光田　寧

　4　同上海に関する部門

　　　　　　　　　　　　紹介者　京都大学　瀬野錦蔵

　午後の部　一般講演（13～17時）

　1　気象用レーダーの利用について

　　　　　　　　　　　　　大阪管区気象台　大谷東平

　2土佐桂浜の波について　高知測候所源忠豊
　3　伊予灘の海難（愛媛県瀬戸内沿岸の

　　　波浪について）　　　　　松山測炭所　井手一雄

　4　大洲地方の霧について　　松山測候所　大本四郎

　5　備讃瀬戸の霧について

　　　　　　　　　　　　　高松地方気象台吉野格
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6　肱川流域の大雨と水位　　松山測候所

7　徳島県の南東風について　徳島測炭所

8　四国地方の鉄道気象災害

　　　　　　　　　　　　高松地方気象台

9　長沢堰堤における洪水量について

　　　　　　　　　　　四国電力株式会社

【6】6月々例会

宮本一夫

大坪敬吉

橋本義愛

成松　寛

　6月月例会は「山の気象」の標題のもとに6月21日彦

根測咲所会議室で開かれた．参会者は滑川支部長，大谷

大阪気象台長始め，京都大学，大阪府立大学，三重大学

伊吹山測換所，奈良測候所，剣山測咲所等で彦根市一般

の聴講者はなかった．彦根着11時の国電で到着する人が

多く，彦根着と共に先ず井伊美術館，彦根城を見学，貸

切バスで測候所に至り昼食を共にして13時過ぎに講演に

移った．講演題目は次のとおりで，皆現地経験者の調査

結果の発表だけに参考になることが多かった．

　1．雪洞内の気象について　　　　伊吹測　柳本三治

　2．伊吹山における積雪の密度測定について

　　　　　　　　　　　　　　　　　伊吹測　山中　稔

　3．伊吹山の風について　　　　　彦根測　伊藤正幸

　4．君ケ畑台地の雨量解析　　　　　〃　　児玉良三

　5．大台ケ原山の「脊降」について　奈良測　更屋米蔵

　6．大台ケ原山の豪雨について

　　　　　　　　奈良測西村浩三・松井普二
　7．剣山の気象と予報への応用　　剣山測　加藤　晃

　8　0rographic　and　frictional　modifications　of
　　iarge－scaleairc－ts伽amicMet卿・gy
　　andWeathefF。rCas暗byC．L．G。dske，T．Ber－

　　geron，J．Bjerknes．）　　　　　京大　中島暢太郎

　列車時刻の関係で最後の中島氏の紹介は大要にとどめ

16時半に閉会，貸切バスで彦根駅に急ぎ帰る人が多かっ

た．　（6月28日隼田記）

冬天気”　4．8．


